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きる．そのために，画像に対する印象の違い，ま  

た印象語間の距離（類似性）の遠いを，様々な視  

点からユーザが探索できる仕組みが必要である．   

3 EVIDIIシステム  

3．1物理的特徴空間と感性情報空間   

EVmIIでは，画像に対する印象の違いや印象  

語間の距離の遠いを視覚化するために，物理的特  

徴空間表示部（図1（a），（b），（c））と感性情報空間表  

示部（図1（d））の二つを提供する．   

物理的特徴空間は「人の感性を反映した画像  

の物理的属性から構成される空間」であり，EV一  

IDIIでは現在，画像の物理的な属性として，色  

相（bue），明度（brigbtness），彩度（5ahration）  

の三つの属性を軸に持つHBS三次元空間（HBS  

空間）を利用している．ⅡBSViewer（図1（a））は，  

HBS空間そのものを三次元上に表示する．Type－  

Viewer（図1（b））は，印象語や軸を指定するこ  

とにより，表示したい画像を選択できる．Ele－  

mentViewerは，HBSVieWer上で選択した画像  

の詳細な情報（画像番号，ユーザが付加した印象  

語など）を表示する．   

感性情報空間は「人間の印象に基づいた空間」  

であり，EVmⅡでは現在，個人が持つ印象語間  

の距離（類似度、関連度）を表示する．感性情報  

空間表示部には，画像表示モードと無表示モード  

の二つがある．図1－（d）は画像無表示モードの感  

性情報空間表示部である．画像表示モードでは，  

ユーザが各画像に対して付加した印象語に基づ  

いて，二次元平面上に画像が表示される．   

3．2 EVIDIIにおける画像空間の理解．  

ユーザは，まず物理的特徴空間と感性情報空間  

を作成するための情報を入力した後，次のような  

形態でシステムを利用することにより，画像空間  

の理解をより深めることができる。  

1 はじめに   

本論では，他者の感性情報を利用した画像空  

間理解支援環境EVIDII（EnvironmentforVisu一  

山i2ingDi鮎renceinhdividualImpression）に  
ついて述べる．2章では研究の背景を述べ，本  

研究の位置付けを明確にする．3章で，実装した  

EVIDⅡシステムについて説明する．   

2 研究の背景  

ホームページなどのマルチメディアコンテンツ  

の作成時に用いる画像選定の支援として，感性工  

学を用いた画像検索の研究が行われている．しか  

し，この画像検索のアプローチには，次の二つの  

問題がある：（1）画像に対する印象は一意には定  

まらないため，製作者の意図とは異なった情報が  

受け取り手に伝わる；（2）印象語そのものの持つ  

意味や印象語間の関係も一意には定まらないた  

め，同じ印象語で画像を検索しても，ユーザが要  

求するものと異なった結果が得られる．   

本論では，より「効率的に」情報デザインにお  

ける画像の利用を行うために，視点を転換し，逆  

にその違いを利用する．すなわち，印象の違いを  

違いとして修正するのではなく，逆にそれを積極  

的に活用するという立場を取る．違いを認識する  

ことによって，情報デザインの空間が広がり，ま  

た新たな視点から利用したい画像を検索したり，  

その選定を行うことができる【1ト   

そのような環境においてユーザは，自分が様々  

な画像から得る印象，また自らが構成する印象語  

間の関係を，他者との比較によって村比する．結  

果として，情報のデザインにおいてどのような画  

像を選択すればよいかを徐々に理解することがで  
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図1：EVIDII：物理的特徴空間表示部および感性情報空間表示部   

象の相対的なちらばりの違いも知ることが  

できる．   

以上のように利用することにより，ユーザはプ  

ロフィール作成時では曖昧で視覚化されていな  

かった自分の感性について，他者の情報を利用す  

ることで，より深い理解を獲得することが可能と  

なる．システムを通じて，自らの感性情報空間と  

物理的特徴空間の間，また他者とのそれぞれの空  

間の間をインタラクティブに移動することにより  

自分の感性のみでは気付き得なかった新たな創造  

を支援することが可能となる．  

まず，ユーザ自身の情報のみに注目した場合，  

以下の使用法が考えられる．   

●TypeViewcr・・・TypeViewerでは，HBS空  

間の軸を指定したり，表示する画像を印象  

語によって限定できる．そのため，ユーザの  

HBS空間に対する偏りを知るこ七ができる．   

例えば，「かわいい」という印象語のⅡBS空  

間上での偏りについて知ることができる．   

●感性情報空間表示部…自分が，複数の印象  

語に対してどのようなちらばりで捉えてい  

るかを感性情報空間を通じて知ることがで  

きる．また，画像表示モードにした場合に  

は，印象語のみのちらばりとどう異なるか  

も見ることができる．   

次に他のユーザの情報を利用した場合，以下の  

使用法が考えられる．   

●ElementViewer・・・lElementViewerでは，あ  

る画像に対して他のユーザがどのような印  

象語を付加したかを知ることができる．   

●感性情報空間表示部…他のユーザの感性  

情報空間を参照することにより，自分の感性  

情報空間上の印象語間の相対的な距離とど  

の程度異なるかを知ることができる．また，  

画像表示モードを選択した場合，画像の印  

4 ぁわりに  

本論では，他者の視点と感性情報を利用した画  

像空間理解支援EVIDIIについて述べた．今後  

は，ユーザに使用してもらうことにより，どのよ  

うな効果が得られるかを見る予定である．  
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